
について

小 嶋 祥 三

日本動物心理学会第37回大会(1977)

3) サルの大脳半球の優位性に関する予備的実験

室 伏 靖 子

日本動物心理学会第37回大会く1977)

4) SpreadingDepression を用いたラットの摂水行動

松 浮 哲 郎

日本動物心理学会第37回大会(1977)

5) 行動と認知一行動主義の立場から一

浅 野 俊 夫

異常行動研究会シンポジウム(1977)

6) ハトにおける選択行動

浅 野 俊 夫

日本動物心理学会例会(1977)

社会研究部門

川村俊蔵 ･河合雅雄

究 滋 ･鈴木 晃

森 梅代1)･足輝点成2)

研 究 概 要

l) ニホンザルの分布とその変動に関する研究

川村俊蔵 ･束 滋

鈴木 晃 ･足輝点成

京8,兵P.滋賀,和歌山.三冠.岐阜.宮崎,東北

地方の南部のニホンザルの分布の現状について,一次資

料の放校をおこなっている｡

2) こホンザルの社会生態学,とくに自然群の環境利用

とグルーピング･社会稲造

束 滋 ･足揮貞成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境で.退

助する群れがしめす生活と社会現象をとらえなおすため

に屋久由と下北半島西部の地域個体群について継続的な

鋼玉を行なっている｡

3) こホンザルの個体群の生活の維持に対する森林施業

その他の human impactの膨馨の生態学的研究

東 滋

ニホンザル個体群の地域枯迄や生活のたてかたに与え

る人祖営力の作用を生態学の文脈においてとらえる｡も

っぱら ､自然"の側の反応を.只なる形式あるいは程度

で人祖の加わった地域間の比較と同一地域の時系列的変

化の追跡により把超しようとする｡下北半島の北西部 ･

柑四部の2つの地域個体群についての個体群変動の追跡

と岐舟瓜下の天然林地域と "森林開発J'のすすんだ地域

I) 政務職員 2) 教務補佐員

の予備的調査を行なった｡

ぎた平行して.おなじ環境変化がニホンザル以外の森

林喝乳動物に与える彫奄劉こついても調査をすすめている｡

4) こホンザルの地域個体群のあり方

鈴 木 兄

上信越地方を中心として.ニホンザルの地域個体群の

土地利用,個体群動態,遊動におけるスペーシングの問

題,オスの群れの離脱等に関する社会関係等の調査およ

びとりまとめを行なってきた｡

5) こホンザルコドモの社会関係の発達

森 梅 代

あそび仲間関係.社会関係の発達における性差および

性的成熟と遊び行動の関連.母子関係に関する研究を行

なっている｡

6) 宋ア71)カにおける各種霊長穀の社会学 ･生旗学的

研究

鈴 木 晃

特別部菜による海外調査を 1977年8月から一年W.

ザイール.ケニヤを中心に行なっている｡

7) インドネシアにおけるヤセザル封の比較社会学的研

究

川村俊破 ･泣辺邦夫l)

昭和49年度に始まるインドネシアにおけるヤセザル獄

の比較社会学的研究は.この年(第3次)を以って一応の

終止符を打った｡川村は前年に引きつづき.スマトラの

主としてサンピル山調査区において,PTCSbjLLsmclatopho∫

の研先を行ない.群れが典型的な単雄群であり.オスグ

ループが存在し,これまでにもっともよく研究されたP.

cntcllusと基本的に同型であるが,細部に相違があり,行

動上かなり進歩した種であることを確かめた｡メンタウ

ェイ産の種を担当する渡辺は49年来の主研究対象である

Simz'ascoTZCOlorについて.ペア型と考えられた従来の考

えを打ち破って,より本来的な条件下では,この原始的

な税もやはり単雄群型であることをつきとめた｡同時に

観察したP.J,oLctzzz'aTZZ'については,ベア型がどの地域IC

も一般的であるという結果をえた日本側と共同研兜を行

なうインドネシア側の2人の研究者も.ジャワにおい

て,それぞれP.m'SEaLzLS,P.aJgZLZaを観察し,その結果も

基本的に単雄群塾を認めざるをえないものであった｡

8) ヒヒ類の比較社会学的研究

河 合 雅 雄

ゲラダヒヒ,マントヒヒ,マンドリル,サバンナヒヒ

について.生態と社会構造の閑辺についての比較考窮を

行なった｡

9) ゲラダヒヒの生物社会学的研究

森 梅 代

1) 大学院学生
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エチオピア布地で行なったゲラダヒヒの野外調査での

ff料をもとにヒヒ獄の比較社会学的研死を行 な ってい

る｡

10)田技獄の生田糊と適応に関する研死

河 合 雅 雄

正長村の生和行動 (交尾と出産)の季節性について.

環境男囚との関連を総括的に検討し適応の問題を考訳し

た｡

稔 税

1) 河合雅雄 (1978):性の進化的意義とヒト化の問題｡

生物科学.30,I-2.

2) 河合雅雄 ((1977):惑長筋の行動特性と入獄進化｡

創造の世界.24.

3) 東 滋 (1977):サルの世界 (1)～(5).地理.31,

32.

4) 鈴木 克 く1977):雑食化への辺-野生 チンパンジ

ーの生田｡pp243,玉川退か 53,玉川大学出版部｡

論 文

1) 河合雅椛 (1977):アヌビスヒヒとマントヒヒの班

問雑粗化に関する社会過払 昭和50年度沿外耶 符詔

正和6･ロ.21-25.

2) 鈴木 晃 (1978):詔正村の社会相道における性｡

生物科学,30,29-34.

3) 森明弘 森桁代.岩本俊孝 (1977):串LBの野生ニ

ホンザルの群れにおけるメスの問の項位変動につい

て｡形質 ･進化 ･田在村.今西約司博士古柿記念論

文袋 (加藤奉安, 中尾佐助, 栢柑忠夫嗣)pp311-

334,中央公論社｡

4) 森 桁代(1977):ゲラダヒヒの社会構造｡昭和50年

度氾外学術調Tt報告乱 75-80･

学 会 発 表

1)Thevariationandadaptationorsocialgroupsor

chimpanzeesandAbyssiniancolobusmonkeysin

UgandaandTanzania･ AkiraSuzuki

おurgWartensteinSymposiumNo･75,"Ecological
lnnuencesonSocialOrganization:Evolutionand

Adaptation"(1977).

2)スマトラにおける PTeSbyismclalophosの社会生活
川 村 俊 蔵

爪22回プT)マーチス研究会 (1978)

変異研究部門

野碍 誠 ･和田一雄

庄武孝義 ･岬将 満

研 究 活 動

1) ニホンザルのffl田辺伝学的研究

野揮 誹 ･庄武孝義

ニホンザルの血統環白の桐辺を支配する退伝子の変異

をm気泳動法によって検対し.郡内.耶間の変異性を定
良化する｡昨年度までにニホンザル約40が.総個体数約

1,800頭の血絞試料について.27車Eの芯白の稲造を支配

する計30退伝子座の枚累をおこなった｡このデータをも

とにして.統計的検討を加え,父班即位関の錨代の移出

入牢,退伝的変異の散布範囲などについて定見的推定を

おこない,ニホンザルの繋殉桐辺を耶明すべく作文を続

行中である｡これまでの結果をプリマーチス研究会にて

発表した｡

2) Macaca屑サルの系統的相互関係

野揮 誹 ･正式孝義

ニホンザルを含むMacaca周サル各班から採血をおこ

ない.上記 1)と同-の方法によってfE円.和問の氾伝

的変Bq･性を定見化し.それら研けロの氾伝子m成上の丑を
氾伝距離で袈現し.それに放血分類学的手法を通用して

枝分れ図を描く｡それにより和nqの近綜関係.分化時間

の推定等をおこなう作菜を日下続行巾である｡今年度は

新たにアッサムモンキーのff料を入手し,これとアカゲ

ザル.ボンネットモンキーとの阿係を調正し,プt)マ-

テス研究会にて発表した｡

3) こホンザルの先天的四肢符型への氾伝学的アプロー

チ

野河 誹 ･庄武孝義

ニホンザルの数多くの飢付け群に多発する先天的四肢

奇型が迫伝的支配を受けているか石かを明らかにすべく

研wt.が続行されていろ｡壬轄田の奇型出現の家族袋硬性の

データから統計氾伝学的手法を用いて迫伝率の推定をお

こなう他.淡路島野泣公図の協力を得て.交配実験をお

こなっている｡さらに今年度はモンキーセンターとの共

同研究として.宮島から奇形サルを入れ本研究所内で交

配実験を開始した｡

4) 家畜化現象と家畜系統史の研究

野揮 謙 ･庄武孝義

在来諸家畜とそれらの野生原種の退伝学的野外調査に

よって.家畜化現象そのものの集団退伝学的解明と.個

々の家畜環内で地域袋田問の退伝的分化の程度.系統的

相互関係の解明をおこないつつある｡

5) ヒヒ獄の班分化に関する氾伝学的研究

庄武孝義 ･野滞 誹

1975年度の調査に続いて 1977年度にゲラダヒヒとア

ヌビスヒヒの調玉をおこなう予定であったが,現地の政

怖不安定のため延1抑こなった｡1978年度から1979年度に
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